
明
治
大
学
校
友
会
船
橋
支
部
は
、
平

成
十
七
年
一
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ

た
設
立
総
会
に
て
地
域
支
部
と
し
て
の

要
件
が
整
い
、
校
友
会
に
加
盟
申
請
を

行
っ
て
、
同
年
七
月
二
十
四
日
明
治
大

学
校
友
会
定
時
代
議
員
総
会
に
お
い
て

正
式
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
二
年

間
会
員
の
皆
様
方
か
ら
格
別
の
ご
支
援

ご
協
力
を
頂
き
、
支
部
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

今
日
こ
こ
に
三
回
目
の
総
会
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
あ

り
が
た
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

明
大
校
友
会
は
都
道
府
県
に
五
十
四
支

部
、
海
外
二
支
部
で
編
成
さ
れ
、
船
橋

は
市
川
、
浦
安
、
松
戸
、
柏
、
我
孫
子
、

流
山
の
各
地
域
支
部
と
共
に
、
千
葉
県

西
部
支
部
に
属
し
て
お
り
ま
す
。

船
橋
地
域
支
部
の
設
立
目
的
は
、
校

友
会
本
部
と
地
域
上
位
支
部
活
動
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、
大
学
へ
の
賛
助
・

会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
を
図
り
、
併

せ
て
地
域
社
会
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
・
貢
献

を
旨
と
し
、
こ
れ
に
伴
う
各
種
事
業
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
各
位
に
は

支
部
設
立
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

皆
様
方
か
ら
事
業
企
画
の
ご
意
見
な
ど

を
頂
い
て
、
目
的
に
添
っ
た
地
域
社
会

密
着
の
実
り
あ
る
活
動
を
行
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

尽
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

千
葉
県
船
橋
に
校
友
会
組
織
を
創
ら

な
い
か

と
の
声
が
平
成
十
六
年
六
月

二
七
日
に
開
催
さ
れ
た
千
葉
県
西
部
地

区
総
会
・
懇
親
会
で
声
が
あ
が
り
、
二

十
二
名
の
有
志
が
集
ま
り
同
年
七
月
十

八
日
発
足
準
備
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
会
議
に
出
席
い
た
だ
い
た
千
葉
県
西

部
地
区
支
部
長

三
宅
恭
雄
氏
に
よ
る

設
立
・
運
営
等
の
ご
指
導
を
賜
り
、
数

回
の
準
備
会
を
経
て
、
同
年
十
一
月
二

十
三
日
設
立
総
会
準
備
会
議
が
六
十
一

名
の
参
加
者
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

平
成
十
七
年
一
月
二
十
三
日
の
設
立

総
会
を
経
て
同
年
よ
り
各
種
事
業
が
計

画
・
運
営
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
主
な
活
動
は

次
の
通
り
で
あ
る
。
（
順
不
同
）

(1)
『
大
学
施
設
見
学
会
』

１
７
年
７
月

リ
バ
テ
ィ
ー
タ
ワ
ー
、

図
書
館
、
考
古
学
博
物
館
な
ど
を
見
学
。

(2)
『
地
域
貢
献
事

業
セ
ミ
ナ
ー
開
催
』

１
７
年
１
０
月

船

橋
市
勤
労
市
民
セ
ン

タ
ー
に
て
、
一
般
市

民
、
会
員
を
対
象
に

無
料
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催

。
題
名
・

「
国
際
社
会

と
金

融

市

場

の

動

向

」

講
師

日
比
野
圭
三
氏
（

昭
３
７
商
卒
）

(3)

『
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
』

１
７
年
１
１
月

今
後
の
事
業
企
画

に
活
用
す
る
た
め
、
会
員
の
趣
味
・
特

技
・
職
業
分
野
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。

(4)

『
忘
年
会
』

１
７
年
１
２
月
お
よ
び
１
８
年
１
２

月
に
忘
年
会
を
開
催
。

(5)

『
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
』

毎
年
１
２
月
第
１
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
明
治
対
早
稲
田
の
試
合
観
戦
の

希
望
者
を
募
り
、
１
８
年
に
実
施
。

(6)

『
ゴ
ル
フ
会
』

１
７
年
と
１
８
年
に
希
望
者
を
募

り
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
活
動
を
実
施
。

今
後
、
他
地
域
支
部
と
の
交
流
開
催

を
予
定
。

(7)

『
サ
ー
ク
ル
活
動
』

１
８
年
よ
り
隔
月
１
回
「
資
産
運

用
研
究
会
」
計
６
回
を
開
催
。

会
報
発
刊
に
あ
た
り

支
部
長
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越

好

夫
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「
白
雲
な
び
く
駿
河
台
・
・
・
」

の
名
文
句
、
名
調
子
に
よ
る
我
が
明
治

大
学
の
校
歌
は
、
日
本
三
大
校
歌
の
一

つ
に
か
ぞ
え
ら
れ
、
全
国
津
々
浦
々
に

知
れ
渡
っ
て
い
る
。
ま
た
、
校
歌
物
語

を
引
用
す
る
と
・
・
・
。

一
九
二
〇
年
の
春
、
当
時
ま
だ
学
生

で
あ
つ
た
武
田

猛
氏
（
元
明
治
大
学

総
長
）
と
級
友

牛
尾
哲
造
氏
と
が
中

心
と
な
っ
て
、
校
歌
を
作
成
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
作
詞
を
詩
人

児
玉
花
外
先
生
に
、
作
曲
は
を
楽
壇
の

ホ
ー
プ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
、
山

田
耕
作
先
生
に
依
頼
す
る
こ
と
と
な
り

こ
の
年
の
秋
、
隅
田
川
の
大
学
対
抗
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
で
初
め
て
全
学
生
の
校
歌
と

し
て
発
表
さ
れ
た
。
等
、
等
、

そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
波
乱
に
満
ち

維
新
以
来
先
哲
の
あ
る
い
た
幾
多
の
伝

統
の
重
み
が
格
調
高
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

神
宮
球
場
で
勝
利
の
瞬
間
に
聞
く
校

歌
は
、
明
大
生
で
あ
る
喜
び
を
誇
る
か

の
如
く
力
強
く
鳴
り
響
く
の
で
あ
る
。

我
々
が
集
う
た
折
、
肩
を
組
み
校
歌

を
高
唱
す
る
。
そ
の
時
ほ
ど
、
校
友
と

し
て
の
熱
き
絆
を
感
ず
る
こ
と
は
な
い
。

そ
の
校
歌
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
大

正
九
年
十
一
月
で
あ
る
。
私
学
中
、
二

位
で
は
あ
っ
た
が
、
首
位
早
稲
田
に
遅

れ
る
こ
と
一
〇
余
年
で
あ
る
。
し
か
し

我
ら
が
校
歌
は
、
学
友
会
の
学
生
た
ち

が
、
自
主
的
に
児
玉
花
外
・
山
田
耕
作

に
働
き
掛
け
て
作
成
し
、
大
学
側
に
贈
っ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
る
。
早
稲
田

は
勿
論
、
他
私
学
に
も
類
を
み
な
い
学

生
に
よ
る
校
歌
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
と
は
別
に
政
経
科

の
学
生
た
ち
が
、
自
ら
、
「
白
熱
党
歌
」

を
作
詞
・
作
曲
し
て
い
る
。
彼
ら
は
こ

れ
を
校
歌
に
代
え
て
高
吟
し
、
白
熱
党

の
旗
を
担
ぎ
、
事
あ
る
毎
に
神
田
の
街

に
繰
り
出
し
た
と
い
う
。

ニ
コ
ラ
イ
の
鐘
塵
に
染
み

茗
渓
俗
に
濁
る
と
も

駿
台
の
空
に
七
彩
の

虹
と
栄
え
あ
る
若
人
が

紅
燃
ゆ
る
侠
血
に

真
理
を
叫
ぶ
朱
の
唇

以
下
略

時
あ
た
か
も
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

高
揚
期
に
あ
り
、
学
生
た
ち
は
意
気
軒

昂
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。

間
も
な
く
、
我
ら
が
校
歌
制
定
の
運

び
と
な
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
こ
う

し
た
彼
ら
の
情
熱
的
な
活
動
が
あ
っ
た

か
ら
だ
、
と
い
い
た
い
。

☆ ☆ 祝 明治大学校友会船橋地域支部 会報創刊 ☆ ☆

も
う
ひ
と
つ
の
校
歌
物
語
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加
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Ｐ
Ｒ
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社
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泰
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和
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コ
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デ
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ネ
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英

男

Ｐ
Ｃ
技
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研
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イ
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タ
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ネ
ッ
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Ｐ
Ｃ
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・
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船
橋
市
議
会
議
員

瀬

山

孝

一

昭
和
三
六
年
政
経
卒

謳
え

熱
き
心
を

（
明
大
応
援
団
資
料
よ
り
）

明
治
大
学
校
歌

平
成
19
年
度
校
友
会

千
葉
県
西
部
支
部
総
会
・
懇
親
会

日
時
・
場
所

平
成
十
九
年
六
月
十
日
（
日
）

十
五
時
〜
十
七
時

明
治
大
学
紫
紺
館

議
題

平
成
十
八
年
度
事
業
・
収
支
報
告

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
・
予
算

決
定
承
認
の
件

懇
親
会

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
応
援
団
・
チ
ア
ガ
ー
ル
」

会
費

五
千
円

当
日
会
場
に
て
受
付

ー２－



日
本
の
英
語
教
育
は
明
治
維
新
以
来
，

右
往
左
往
し
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
今
日
の
英
語
教
育
に
も
そ
の
観
を

強
く
し
て
お
り
ま
す
。

公
立
中
学
校
の
英
語
は
会
話
を
ベ
ー

ス
に
置
い
て
い
て
も
、
従
来
の
よ
う
な

文
法
の
た
め
の
文
法
で
は
な
い
会
話
の

中
に
あ
ら
わ
れ
る
文
法
の
様
相
を
学
ぶ

に
は
時
間
が
足
ら
ず
、
ま
た
私
立
中
学

校
で
は
今
日
の
英
語
の
需
要
性
を
念
頭

に
お
い
て
い
る
の
は
良
い
の
で
す
が
、

た
だ
ア
ッ
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
あ
れ
や
こ
れ

や
多
種
多
様
多
量
に
教
材
を
与
え
て
お

り
、
先
生
方
は
、
そ
の
方
向
性
、
統
合

性
を
見
失
い
、
生
徒
達
は
そ
の
量
の
多

さ
に
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
消
化
し
き

れ
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

高
校
の
教
科
書
と
い
え
ば
大
学
受
験

で
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
マ
リ
キ
ュ
ー

ル
な
ど
科
学
の
最
先
端
を
行
く
分
野
か

ら
の
出
題
を
鑑
み
て
そ
の
世
界
を
紹
介

し
て
お
り
ま
す
が
、
生
徒
達
は
そ
の
中

で
使
わ
れ
て
い
る
英
単
語
の
本
来
持
つ

意
味
が
分
か
ら
ず
、
先
生
か
ら
何
の
説

明
、
解
説
も
な
い
の
で
結
局
な
に
を
言
っ

て
い
る
の
か
解
ら
ず
じ
ま
い
と
い
う
の

も
一
つ
の
現
状
で
す
。

今
で
は
大
学
は
も
と
よ
り
学
者
の
世

界
に
お
い
て
は
、
科
学
の
最
先
端
の
世

界
を
英
語
で
知
っ
て
い
る
も
の
と
し
て

情
報
が
交
換
さ
れ
、
会
話
が
交
わ
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
鑑
み
て
当
学
院
で

は
、
大
学
を
卒
業
し
て
広
い
国
際
社
会

に
飛
び
立
っ
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て
、

そ
れ
に
即
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

ん
で
お
り
ま
す
。
幼
児
・
児
童
部
で
は

年
に
一
度
の
オ
ー
プ
ン
デ
イ
で
イ
ソ
ッ

プ
な
ど
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
に
、
今
ま

で
習
い
覚
え
た
英
語
、
ま
た
将
来
頻
繁

に
使
う
で
あ
ろ
う
セ
ン
テ
ン
ス
・
文
法

要
件
を
入
れ
、
先
生
が
ア
レ
ン
ジ
し
た

ス
キ
ッ
ト
仕
立
て
で
そ
の
場
に
即
し
た

会
話
を
経
験
し
ま
す
。
こ
の
成
果
だ
と

思
い
ま
す
が
、
当
学
院
の
生
徒
、
中
学

生
、
高
校
生
達
の
速
独
、
内
容
把
握
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
実
力
に
す
ば
ら
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
中
学
二
年
の
一

学
期
に
英
検
準
二
級
に
合
格
、
中
学
二

年
の
二
学
期
に
一
級
に
合
格
す
る
生
徒

も
少
な
か
ら
ず
お
り
ま
す
。

一
方
英
検
は
受
験
せ
ず
淡
々
と
学
び

英
語
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
生
徒

も
い
ま
す
。
医
学
部
受
験
に
燃
え
て
い

る
生
徒
も
い
ま
す
し
、
十
一
月
ま
で
ラ

グ
ビ
ー
で
走
り
ま
わ
っ
て
い
て
医
薬
系

に
合
格
し
た
生
徒
も
い
ま
す
。
今
年
も

医
薬
系
、
社
会
科
学
系
、
文
化
系
、
へ

と
飛
び
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、

当
学
院
の
生
徒
達
は
、
セ
ミ
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
よ
う
な
ク
ラ
ス
レ
ッ
ス
ン
・
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
な
ど
で
、
生
徒
一

人
一
人
を
大
切
に
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
も
と
学
ん
で
お
り
ま
す
。

℡
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
ア
カ
デ
ミ
ー
英
語
学
院

０
４
７

４
６
１

６
１
０
８

明
治
大
学
創
立
１
２
０
年
記
念
行

事
の
一
環
と
し
て
永
年
の
念
願
で
あ
っ

た
校
友
会
館
名
称
紫
紺
館
が
、
総
額

３
５
億
円
で
７
階
建
て
延
べ
床
面
積

３
千
２
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
近
代
的

建
物
が
神
田
小
川
町
に
完
成
い
た
し

ま
し
た
。

校
友
会
で
は
、
こ
の
建
設
資
金
と

し
て
１
０
億
円
を
目
標
に
募
金
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
目
標
額
に
達
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
４
月
１
４
日
（
土
）

１
３
時
よ
り
、
大
学
リ
バ
テ
ィ
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
関
東
甲
信
越
の
支
部

長
・
幹
事
長
会
議
が
行
わ
れ
、
校
友

各
位
に
目
標
達
成
の
た
め
に
再
度
ご

支
援
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

各
位
に
は
誠
に
恐
縮
に
存
じ
ま
す

が
、
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
紫
紺
館
は
校
友
な
ら
ど
な

た
で
も
自
由
に
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

駿
河
台
方
面
に
お
出
か
け
の
節
は

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

☆ ☆ 祝 明治大学校友会船橋地域支部 会報創刊 ☆ ☆

明
治
大
学
校
友
会
船
橋
地
域
支
部
支
部
長

堀

越

好

夫
昭
和
二
九
年
政
経
卒

明
治
大
学
駿
台
体
育
会

参
与

（
財
）
日
本
陸
上
競
技
連
盟

評
議
員

（
社
）
日
本
学
生
陸
上
競
技
連
合

参
与

関
東
学
生
陸
上
競
技
連
盟

参
与

ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
な英

語
専
門
学
院

☆

入
試
対
策
レ
ッ
ス
ン

（
推
薦
・
Ａ
Ｏ
・
一
般

☆

資
格
試
験
対
策

（
英
検
・
ト
イ
ッ
ク

等
）

☆

中
等
・
高
等
部

☆

幼
・
児
童
・
成
人
部

☆

ク
ラ
ス
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

℡
０
４
７
（
４
６
１
）
６
１
０
８

明
大
卒
の
女
性
の
方

入
会
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

「
明
治
大
学
紫
明
会
」

幹
事
長

矢

崎

利

美

℡

０
４
７

３
３
２

４
４
７

４メ
デ
ィ
カ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
東
京
会
会
長

（
社
）
日
本
医
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

千
葉
県
支
部

顧
問

全
国
農
業
経
営
専
門
会
計
人
協
会

東
京
会
会
長

千
葉
県
農
業
会
議
経
営
構
造
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

千
葉
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

経
営
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

税
理
士

児

島

敬

和

船
橋
市
夏
見
２
丁
目
十
四
番
一
号

℡

４
２
４

１
９
８
８

児

島

会

計

事

務

所

エ
ッ
セ
イ

「
英
語
教
育
へ
の
想
い
」

猪
熊
恵
子

大
学
院
法
科
卒

明
治
大
学
「
教
育
振
興
協
力
資
金
」

ご
協
力
お
願
い

支
部
長

堀
越
好
夫

－３－



２
ヶ
月
に
一
度
資
産
運
用
研
究
会
の

会
員
会
合
は
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

で
昨
年
度
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
毎
回
十
名
以
内
で
、
講
師

役
は
三
七
年
商
学
部
卒
の
日
比
野
さ
ん

と
私
（
古
村
）
の
二
人
が
主
と
し
て
担

当
し
て
い
ま
す
。

日
比
野
さ
ん
は
世
の
中
の
お
金
の
流

れ
に
焦
点
を
当
て
、
世
界
の
経
済
、
金

融
に
つ
い
て
大
所
高
所
か
ら
分
か
り
易

く
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。
私
は
株
の
取

引
に
つ
い
て
、
そ
の
時
点
の
相
場
の
概

況
と
銘
柄
決
定
の
具
体
的
な
方
法
を
お

話
し
て
い
ま
す
。

推
奨
銘
柄
は
出
し
て
い
ま
せ
ん
、
参

加
者
は
多
士
済
々
、
皆
が
役
に
立
つ
？

集
ま
り
で
す
。
。
終
了
後
、
有
志
に
よ

る
一
杯
会
も
楽
し
め
ま
す
。

グ
ラ
フ
コ
ピ
ー
な
ど
を
配
布
し
、

グ
ラ
フ
の
推
移
を
示
し
な
が
ら
「
昨
年

1
月
の
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
以
来
、
新
興

株
・
小
型
株
は
落
ち
っ
ぱ
な
し
で
す
ね
」

「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
全
市
場
か
ら

増
収
増
益
で
低
Ｐ
Ｅ
Ｒ
銘
柄
を
検
索
し

て
も
駄
目
で
、
大
型
銘
柄
に
的
を
絞
っ

て
元
気
の
良
い
業
績
か
ら
見
つ
け
ま
し
ょ

う
」
と
言
う
よ
う
な
や
り
と
り
か
ら
、

具
体
的
な
検
索
結
果
を
配
布
し
た
り
し

ま
す
。

本
年
度
か
ら
は
、
船
橋
駅
前
フ
ェ
ー
ス
５
階

（
市
民
プ
ラ
ザ
）
で
土
曜
日
午
後
六
時
か
ら

開
催
予
定
、
日
程
は
、
第
２
か
第
４
土
曜
日
で

す
。
参
加
希
望
の
方
（
新
し
く
当
同
好
会
に
入

会
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

事
務
局

四
二
三
ー
四
五
六
八

鈴
木
）

平
成
十
八
年
十
二
月
三
日
、
国
立
競

技
場
で
ラ
グ
ビ
ー
明
早
戦
（
優
勝
決
定

戦
）
が
行
わ
れ
、
日
本
酒
片
手
に
観
戦

し
ま
し
た
。
前
半
で
３
ト
ラ
イ
17
対
〇

と
リ
ー
ド
サ
レ
、
後
半
明
治
も
意
地
を

見
せ
３
ト
ラ
イ
返
し
ま
し
た
が
、
43
対

21
で
敗
れ
ま
し
た
。
明
治
も
健
闘
し
、

試
合
と
し
て
見
ご
た
え
の
あ
る
試
合
で

し
た
。
次
回
の
明
早
戦
に
期
待
し
、
応

援
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
（
写
真
左
か
ら
、

鈴
木
、
日
比
野
、
前
田
、
工
藤
、
森
）

船
橋
地
域
支
部
が
発
足
し
て
、
明
大

Ｏ
Ｂ
に
よ
る
ゴ
ル
フ
愛
好
家
が
集
ま
り
、

平
成
十
七
年
五
月
新
潟
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

お
よ
び
平
成
十
八
年
十
二
月
千
葉
ダ
イ

ナ
シ
テ
ィ
と
２
回
開
催
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
は
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り

普
段
見
ら
れ
な
い
ウ
エ
ア
・
シ
ョ
ッ
ト

お
よ
び
自
然
の
醍
醐
味
を
味
わ
い
楽
し

む
競
技
で
あ
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
の
良
さ
は
、
プ
レ
ー
は
も
と

よ
り
食
事
・
車
中
等
の
会
話
が
は
ず
み

お
互
い
の
趣
味
・
嗜
好
や
学
生
時
代
に

ま
で
飛
び
交
う
場
面
も
多
く
見
ら
れ
、

出
会
い
・
触
れ
合
い
・
巡
り
会
い
が
あ

り
短
時
間
で
親
睦
の
輪
が
広
ま
っ
て
ゆ

き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
明
治
大
学
の
よ
き
理
解

者
・
支
援
者
と
し
て
、
船
橋
地
域
支
部

と
密
接
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
活
発
な

活
動
に
寄
与
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

サ
ー
ク
ル
活
動

資
産
運
用
研
究
会
報
告

古
村
成
茂

三
八
年
工
卒

ラ

グ

ビ

ー

観

戦

記

森

榮

康

四

八

年

商

卒

ゴ

ル

フ

の

集

い

穴

澤

豊

治

四

二

年

政

経

卒

新潟県あてま高原ベルナティオ

第
43
回

全
国
校
友

広
島
大
会

来
ん
さ
い
！
安
芸
の
宮
島

紫
紺
の
集
い

ス
ロ
ー
ガ
ン
『
飛
躍

と
友
愛

』

十
一
月
四
日
（
日
）

校
友
会
の
皆
さ
ん
！
広
島
大
会
に
、
観
光
を
か

ね
て
、
是
非
お
出
か
け
下
さ
い
。

参
加
希
望
者
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

〇
四
七
ー
四
二
三
ー
四
五
七
八

☆

編

集

後

記

☆

創
刊
号
発
刊
に
際
し
多
く
の
方
々
か
ら
投

稿
や
広
告
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
来
年
第
二
号
に
は
、
よ
り
多
く
の
皆
様
か

ら
地
域
の
た
よ
り
、
趣
味
で
の
寄
稿
な
ど
を
お

寄
せ
下
さ
い
。
ま
た
、
ま
だ
会
員
に
な
っ
て
い

な
い
方
に
は
是
非
入
会
を
勧
め
て
い
た
だ
き

た
く
お
願
い
し
ま
す

編
集
委
員
会

。

－４－


